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特定非営利活動法人 NPO萩みんなの図書館　理事長　陽
み な み
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Ｑ公立図書館のあり方をめぐる議
論が再び熱を帯びています。行

政とNPOの協働という運営方式で，
全国でも先駆的存在となったのが萩
図書館でした。
陽：萩図書館は1901年に阿武郡立
萩図書館として開館し，100年以上
の長い歴史を持つ図書館です。しか
し時代とともに，単に本を読む場と
しての図書館ではなく，赤ちゃんか
らお年寄りまで誰もが自由に利用で
き，市民生活の身近な窓口となる滞
在型図書館への変化や情報化社会へ
の対応が求められるようになりまし
た。築40年近くが経過した旧館は
手狭になったため，2011年3月，
中央公園の中に新図書館が開館しま
した。
運営については萩市長から市の直

営としながらも，市民で組織した
NPOに委託するという方針が打ち出
されました。萩が将来的にさらに発
展するには，多くの市民が積極的に
まちづくりに関わることが必要であ
り，まちづくりは人づくり，市民と
ともに育つ図書館が大事だという姿
勢です。そこで，行政とのパートナー
シップ とし て，2010年11月 に
「NPO萩みんなの図書館」を設立し
ました。この名称には，市民一人一
人が主役なのだという思いが込めら
れています。

Ｑ行政とNPOの協
働で，どのように

業務が分けられていま
すか。
陽：図書館は萩市の直
営で9時から21時まで
年中無休で開館し，そ
の主たる運営業務を
NPOに部分委託してい
ます。カウンター業務
やレファレンスサービ
スなどの基幹業務を

NPO会員が行うことは難しいため，
NPOが職員を雇用しています。会員
はボランティアとして，返却資料の
配架や絵本の読み聞かせ，環境美化
など，アイデアを出し合って諸活動
を行っています。指定管理ではない
ため，館とNPOは定期的に二者協議
を持ち，年間の運営計画やその他の
情報を交換しています。行政と連携
した活動ができるのも協働ならでは
と言えます。先日も男女共同参画推
進室と協力して関連図書を展示し，
男性が読み手となって子どもに読み
聞かせを行うイベントを開催しまし
た。
NPO設立時に職員を採用する際，

18名の定員に対して120名を超え
る応募者が集まりました。職員には
司書資格を持っている人だけでな
く，デザイン科出身の人や保育士資
格を持っている人などもいます。行
政とNPOの協働は初めての試みで
大変苦労していますが，市民の暮ら
しに役立つ図書館サービスを目指し
て心のこもった活動をしています。

Ｑ新たに導入した取り組みはあり
ますか。

陽：萩図書館はもともと県立であっ
たため，現在でも貴重な資料が多く
残っています。新しい図書館になる
にあたって，萩の宝である歴史資料
をぜひ市民に公開したいと考えまし

た。そこで電子図書館を全国に先駆
けて導入し，貴重資料を電子端末で
見られるようにし，電子書籍の貸出
設備も構築しました。電子書籍に関
しては，著作権の問題で人気の本を
購入することは難しいですが，将来
コンテンツが拡張した時にも対応で
きる体制になっています。また，デ
ジタル化した歴史資料以外に，郷土
史と明治維新史関連の資料を集めた
コーナーも作っています。
　歴史好きの市民が多いのは萩の特
徴で，その利を生かし，維新史や郷
土史に詳しい市民の方に週2日ほど
歴史関連のレファレンスに協力して
いただいています。全国からの問い
合わせへの対応だけでなく，一緒に
職員を育てていただくことも大きな
目的です。そういった形で市民の力
を借りて，貢献できる場を用意する
こともNPOらしい活動です。
　また，地域貢献の機会として，雑
誌スポンサー制度も導入しました。
雑誌コーナーを充実させるため，申
し出のあった事業者や個人の方々に
ある雑誌の１年分の費用を負担して
いただくという制度で，提供者の
方々の名前を最新号カバーなどに表
示しています。これも市民が萩図書
館を支える取り組みと言えます。
　さらに，読書啓発のために導入し
たのが，読書通帳です。地元の信用
金庫の協力のもと，借りた資料のタ
イトルと日付などが記帳できる機械
を館内に設置しました。大人にとっ
ては記録に，子どもにとっては思い
出になります。子どもが生まれてか
ら読み聞かせた本を記帳し続けて，
大きくなったらプレゼントするとい
う方もいます。
　読むことは，子どもの情操や感性
を育てる上で大切です。それが失わ
れつつある時代に，年齢に合った本
に出会える環境を整え，市民の暮ら
しに役立つ情報を図書館から発信で
きたらいいと考えています。

まちづくりは人づくりから。市民と一緒に
育つ図書館を目指します。 （山口県萩市）
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